
事業番号 - - -

（ ）

令和4年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響により当初の予定通り入国できなかった留学生をはじめ、令和3年度の実施までに学校が推薦できなかった者に対して支
給を行った。

令和6年度要求

-

-

-

-

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

91%

令和6年度要求

事業概要URL
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/hutankeigen/mext_00002.html

令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) -

-

執行率（％）
=(G)/(F)

95% 100% 12%

2023 文科 22 0183

文部科学省

政策 5　奨学金制度による意欲・能力のある個人への支援の推進

事業の目的
（5行程度以内）

新型コロナウイルス感染症拡大による影響で、学生生活にも経済的な影響が顕著となっている状況の中で、世帯収入・アルバイト収入の大幅な減少により大学等での修学の継続
が困難となっている学生等が修学を諦めることがないよう、給付金を支給する。

学生支援課 課長　吉田　光成

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

-

事業名 学生支援緊急給付金給付事業 担当部局庁 高等教育局 作成責任者

事業開始年度

施策 5-1 意欲・能力のある学生に対する奨学金事業の推進

政策体系・評価書URL

主要経費 育英事業費

令和5年度行政事業レビューシート

-

定額

令和2年度
事業終了

（予定）年度
令和4年度 担当課室

- -

補正予算（B) 67,531 -

-

-

-

予備費等（E) 53,112 - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - - -

258 6,042

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

独立行政法人日本学生支援機構に対して、新型コロナウイルス感染症拡大による影響で、学生生活にも経済的な影響が顕著となっている状況の中で、世帯収入・アルバイト収入
の大幅な減少により大学等での修学の継続が困難となっている学生等に給付金を給付するために必要な経費を補助する。
○支給額
10万円
○基本的な支給スキーム
学生等は、在籍する大学等に申請を行い、大学等が要件に合致する学生等の推薦リストを作成し、日本学生支援機構に口座情報とともに推薦リストを提出しする。日本学生支援
機構は提出されたリストを基礎資料として入金業務を行う。

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 50,361 61,636 715

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

52,854 61,747 6,042 -

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) ▲ 258 ▲ 6,042 - -

-



成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

-

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

- - - -

目標値 - - - -

独立行政法人日本学生支援機構に対して、機構が新型コロナウイルス感染症拡大による影響で、学生生活にも経済的な影響が顕著となっている状況の中で、世
帯収入・アルバイト収入の大幅な減少により大学等での修学の継続が困難となっている学生等に給付金を給付するために必要な経費を補助する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

-

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

-

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 万人

- -

-

活動目標 活動指標

43.4

万人 103

↓

活動内容①
（アクティビティ）

経済的に困窮した学生への現金給付 給付した学生等の累計人数
活動実績

- 年度

- -

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

-

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

42.8

-

-％

103.7

-

-

-

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

当補助金は、新型コロナウイルス感染症の影響で経済的に困窮した学生等を財政面で支援する物で在り、経費の性質上、目標値を設定することになじまないもの
であるため。
また、令和４年度で本事業が終了しているため。

-110.4 110.4

成果実績



-

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

平成26年度 -

備考

文部科学省

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

平成25年度 -

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

ご指摘を踏まえ、後継事業の実施等においても、本事業により得られた成果の適切な活用やアウトカム指標の設定の検討を行っていく。

終了予定

年度内に改善を検討

-

平成30年度 -

平成23年度 -

 本事業を令和5年度以降に実施することは現在予定していないが、本事業のレビュー結果は、今後他事業を行う上で参考としていく。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 -

平成29年度 -

令和3年度

平成27年度

令和2年度 文部科学省 新02 0019

0170

令和4年度 2022 文科 21 0167

2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和5年度実施)

当補助金は、経費の性質上、目標値を設定しているものではないが、
本事業は新型コロナウイルス感染症の影響で、経済的理由により修
学が困難となった学生等を支援に十分につながったと考えられる。

点検結果

 本事業は新型コロナウイルス感染症の影響で、経済的理由により修学が困難となった学生
等を支援するものであり、国民や社会のニーズを反映した必要性の高い事業である。
令和3年度に給付するもののうち、申請遅れにより令和４年に給付することとなったものにつ
いて繰越したが、令和４年度における大学からの申請数が見込みより少なかった。
ただ、令和３、４年度の全体の執行率は約93％となり、適切に執行されていると考えられる。

この事業は当初計画に基づき、令和4年度をもって予定通り終了。本事業により得られた成果については後継事業の実施等において適切に活用すること。短期事
業のためアウトカム指標が複数設定していない理由は理解するが、１つも設定されていないため、事業効果を適切に測るために設定すべきである。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外



　

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

学生支援緊急給付金補助金 学生支援緊急給付金の支給 715 給付金 学資等 0.1

C. D.

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

計 715 計 0.1

雑役務費 給付金支給の業務委託等 12

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 12 計

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

文部科学省
715百万円

A.日本学生支援機構
715百万円

給付金の申請を受け付け、審査のうえで適格な者に対して収納代行業者を介して給付金を支給
する。

B.学生等（延べ7,039人）
704百万円

【給付金支給】

Ｃ．民間企業等： 12百万円（全4者）

【委託等（一般競争入札等）】

【補助、貸付、交付】

給付金を支給 業務委託費等

・給付金 704百万円

・委託費   12百万円

計   715百万円



支出先上位１０者リスト

A.

B

C

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
独立行政法人日本学生支援
機構

7020005004962
新型コロナウイルス感染症の影響で困窮
する学生等に対して給付金を給付 715 補助金等交付 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

-

2 学生B - - 0.1 その他 - - -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 学生A - - 0.1 その他 - -

- -

5 学生E - - 0.1 その他 - -

- - -

4 学生D - - 0.1 その他 -

3 学生C - - 0.1 その他

- - -

8 学生H - - 0.1 その他 -

7 学生G - - 0.1 その他

-

6 学生F - - 0.1 その他 - - -

-

10 学生J - - 0.1 その他 - - -

- -

9 学生I - - 0.1 その他 - -

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 株式会社ディスコ 9010001102075
申請フォームの作成等業務【随意契約（企
画競争）令和３年度～令和４年度】 8 その他 -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

3 アデコ株式会社 8010401001563
受電等業務の労働者派遣【随意契約（企
画競争）令和３年度～令和４年度】 1 その他 - - -

- -

2
株式会社フォーライフシステ
ム

6120001101408
振込代行サービス【随意契約（企画
競争）令和２年度～令和４年度】

3 その他 - -

- -

1 - -

5
株式会社フォーライフシステ
ム

6120001101408
振込代行サービス【随意契約（企画
競争）令和２年度～令和４年度】

その他 -

4
株式会社日立システムズ
フィールドサービス

9010701017795 電話増設工事
随意契約（少

額）

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック


	行政事業レビューシート

